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昨
年
の
第
５
回

総
会
で
、
塚
本
会

長
が
就
任
し
、
新

体
制
が
発
足
し
た
。

　

「
昨
年
の
前
半

は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

の
販
売
制
度
で
、

厚
労
省
の
制
度
部

会
へ
の
対
応
が
重

要
に
な
っ
た
。
過

度
な
規
制
は
必
要

で
は
な
い
、
我
々

は
資
格
者
を
も
っ

て
対
応
す
る
こ
と

で
、
安
心
・
安
全

を
提
供
す
る
と
い

う
主
張
を
繰
り
返

し
、
そ
の
点
は
十

分
に
反
映
さ
れ
た

と
理
解
し
て
い

る
。
濫
用
の
恐
れ

が
あ
る
医
薬
品
に
対
し
て
の

販
売
者
側
の
あ
り
方
を
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
し
た
。
今
後
、

協
会
が
会
員
企
業
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
遵
守
を
呼
び
か
け

る
段
階
に
き
て
い
る
。
生
活

者
の
役
に
立
つ
医
薬
品
の
提

供
業
者
と
し
て
の
責
任
を
果

た
す
と
同
時
に
、
よ
り
良
い

セ
ル
フ
ケ
ア
、
セ
ル
フ
メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い

き
た
い
」（
塚
本
会
長
）

　

業
界
の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

で
、
２
０
２
５
年
に
10
兆
円

産
業
の
目
標
を
掲
げ
て
き
た

が
、
調
剤
併
設
や
食
品
の
強

化
な
ど
に
よ
っ
て
、
１
年
前

倒
し
で
実
現
し
た
。
改
め

て
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ

の
貢
献
、
セ
ル
フ
ケ
ア
・
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
、
資
格
者
の
資
質
向
上

な
ど
に
よ
っ
て
、
２
０
３
０

年
に
３
万
５
０
０
０
店
・
13

兆
円
産
業
を
目
指
す
。

也
社
長
は
就
任
時
か
ら
、
業

種
・
業
界
の
枠
組
み
を
越
え

た
連
携
が
必
要
な
こ
と
を
提

唱
し
、
大
手
食
品
卸
の
三
菱

食
品
、
大
手
物
流
の
佐
川
急

便
と
協
業
を
進
め
る
こ
と
を

発
表
し
て
い
る
。先
行
し
て
、

同
業
と
の
間
で
共
同
物
流
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ

り
、
今
年
１
月
に
創
業
20
周

年
を
迎
え
た
。
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「
調
剤
の
取
り
組
み
は
各

社
に
委
ね
て
い
る
。
各
社
の

戦
略
の
中
で
医
薬
品
を
取
り

扱
う
と
い
う
観
点
か
ら
す
る

と
、
併
設
店
を
増
や
し
た

り
、
専
門
薬
局
を
も
つ
の
は

必
須
の
流
れ
だ
と
思
う
。
ま

た
薬
剤
師
、
登
録
販
売
者
が

存
在
す
る
こ
と
で
、
生
活
者

が
必
要
に
応
じ
て
医
療
用
医

薬
品
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
１
カ
所
で
購

入
で
き
る
店
舗
が
増
え
て
い

く
と
予
想
し
て
い
る
。
そ
の

積
み
重
ね
が
13
兆
円
で
、
そ

れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
３

万
５
０
０
０
店
程
度
の
規
模

に
な
る
。
あ
く
ま
で
、
協
会

は
そ
の
基
盤
を
つ
く
る
。
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
会
員
企
業

が
の
び
の
び
と
経
営
理
念
を

実
現
で
き
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
図
る
こ
と
が
、
協
会
の

務
め
だ
と
考
え
て
い
る
。

様
々
な
法
規
制
や
行
政
へ
の

要
望
、
関
連
団
体
と
の
連
携

と
い
っ
た
も
の
を
一
層
深
め

て
い
く
」（
同
）

　

日
本
チ
ェ
ー
ン
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
、
塚
本
厚
志
会
長
）
は
６

月
27
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
第
6
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
25
年
度
の
事
業
計

画
な
ら
び
に
組
織
・
人
事
を
決
議
し
た
。
25
年
度
は
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の
貢
献
、
セ
ル
フ
ケ
ア
・
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
薬
剤
師
・
医
薬
品
登
録
販
売
者
の
資
質
向
上
な
ど
を
基
本
テ
ー
マ
に

掲
げ
る
。様
々
な
規
制
で
行
政
へ
の
対
応
と
同
時
に
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
す
る
中
、

業
態
の
進
化
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
総
会
後
の
記
者
会
見
で
、
塚
本
会
長
は
協
会
の
活
動
の
方
向
に
つ
い
て
、

「
従
来
の
セ
ル
フ
ケ
ア
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
。
国
民
の
豊
か
な
生
活
と
い
う
視
点
で
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ケ
ア
、
食
品
と
い
っ
た
も
の
が
加
わ
っ
て
く

る
の
で
、
会
員
企
業
が
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
業
態
を
進
化
さ
せ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

統
計
学
者
で
東
京
大
学

の
助
教
授
だ
っ
た
林
周
二

氏
が
１
９
６
２
年
に
「
流

通
革
命
」
を
上
梓
し
た
。

消
費
者
起
点
で
、
製
造
か

ら
供
給
ま
で
の
構
造
の
あ

り
方
を
問
題
提
起
し
た
も

の
で
、
多
く
の
流
通
大
手

の
創
業
者
の
事
業
意
欲
を

駆
り
立
て
た
。
流
通
革
命

は
斯
界
に
と
ど
ま
ら
ず
、

当
時
の
流
行
語
と
も
な
っ

た
。
問
屋
不
要
論
が
唱
え

ら
れ
、
製
品
の
価
格
の
あ

り
方
が
問
題
視
さ
れ
た
。

当
時
、
価
格
の
決
定
権
を

握
っ
て
い
た
の
は
メ
ー
カ

ー
で
、
流
通
業
の
創
業
者

た
ち
は
自
ら
価
格
を
決
定

し
よ
う
と
し
、
あ
ら
ゆ
る

業
界
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
攻

防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
世
界
№
１
同

士
の
小
売
業
と
ト
イ
レ
タ

リ
ー
メ
ー
カ
ー
と
の
間
で

商
品
の
自
動
補
充
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
２
０
０
０
年
代

に
入
っ
て
日
本
で
も
直
取

が
注
目
さ
れ
た
。
大
手
流

通
業
が
物
流
業
者
に
運
営

を
委
ね
た
広
域
の
物
流
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
メ

ー
カ
ー
の
倉
庫
か
ら
商
品

を
受
け
取
る
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
た
だ
、

決
済
・
支
払
や
在
庫
・
入

出
荷
な
ど
の
管
理
、
す
な

わ
ち
卸
機
能
は
ど
こ
か
が

担
っ
て
い
る
。

　

令
和
の
米
騒
動
で
、
小

泉
農
相
が
米
の
流
通
で
５

次
卸
ま
で
存
在
し
、
非
効

率
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
安
定
供
給
の
た
め
の

玄
米
の
貸
し
借
り
、
精
米

の
た
め
の
物
流
・
施
設
の

確
保
、
袋
に
詰
め
て
製
品

化
す
る
作
業
場
等
々
の
機

能
が
必
要
で
あ
り
、
複
雑

な
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

５
㎏
・
３
０
０
０
円
台
へ

の
道
は
遠
い
。　　
　
（
Ｆ
）

卸
機
能
は
不
可
欠

　

▪
Ｊ
Ｔ
Ｓ
、
本
社
を
移
転

（
７
月
14
日
付
）

　

Ｊ
Ｔ
Ｓ
（
本
社
＝
大
阪
、

岩
ヶ
瀬
準
社
長
）
は
７
月
14

日
、
業
務
拡
張
に
と
も
な
い

本
社
を
移
転
し
た
。

　

同
社
は
化
粧
品
・
医
薬
部

外
品
の
原
料
販
売
会
社
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
原
料
の
開
発
・

販
売
に
も
力
を
入
れ
て
お

Ａ
Ｃ
の
Ｆ
Ｄ
Ｃ
神
奈
川
、
あ

ら
た
の
横
浜
セ
ン
タ
ー
か
ら

特
定
の
得
意
先
の
店
舗
へ
一

括
配
送
す
る
。
両
社
の

拠
点
お
よ
び
納
品
先
店

舗
の
位
置
関
係
を
踏
ま

え
、
出
荷
拠
点
の
見
直

し
や
配
送
距
離
を
最
適

化
し
た
ル
ー
ト
を
設
計

す
る
。
一
括
物
流
に
よ

っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
台
数

お
よ
び
ド
ラ
イ
バ
ー
数

の
削
減
で
コ
ス
ト
の
最

適
化
を
図
る
。
店
舗
に

お
い
て
も
荷
受
回
数
が

１
回
に
軽
減
さ
れ
、
作

業
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｓ

ドラッグストア業態を進化させる環境づくりを

　

物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
、
ト
ラ

ッ
ク
台
数
が
不
足

し
、
改
め
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
最
適
化
が
迫
ら
れ
て

い
る
。
小
売
業
、
メ
ー
カ
ー

で
エ
リ
ア
ご
と
の
共
同
物
流

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
吉
田
拓

　

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
あ
ら
た
は
７
月
、
西
関
東
エ
リ
ア
で
共
同
配
送
を
開
始

し
た
。
両
社
は
化
粧
品
・
日
用
品
卸
の
№
１
、
№
２
企
業
で
あ
り
、
非
競
争

領
域
で
の
協
働
推
進
の
第
１
弾
と
な
っ
た
。

ＰＡＬＴＡＣ あらた

西
関
東
エ
リ
ア
で
共
同
配
送
を
開
始

塚 本 会 長

　

こ
の
取
り
組
み
を
契
機

に
、
ほ
か
の
配
送
先
店
舗
や

地
域
で
の
共
同
配
送
を
検
討

す
る
。
併
せ
て
、
共
同
配
送

を
通
じ
て
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
に
活
用
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
に
広
げ
る
。

配送先店舗（東京）

配送先店舗（東京）あらた（横浜センター）

あらた（千葉センター）

変
更
前

変
更
後

荷受回数×1回

荷受回数×2回

PALTAC（FDC 神奈川）

PALTAC（FDC 神奈川）

共同配送による一括納品
積載効率向上、走行距離/台数削減
＝必要ドライバー数の減少
コスト最適化、CO2 削減


